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1. はじめに 

企業間における電子商取引において，企業が

取引先を選ぶ場合，多数の見積りを検討する必

要があり，それを人の手で行うのは時間的コス

トがかかる．また，電子商取引システムは頻繁

に機能追加・削減を行うため，拡張性を高める

必要がある． 

本稿では作業効率の向上やシステムの拡張性

向上を目指した部品調達システムをオブジェク

ト指向で構築し，評価を行った． 

2. 部品調達システムの構築 

筆者らは手続き型で部品調達システムを構築

し，評価を行った【１】．本調達システムは，バイ

ヤーが提示した調達条件を複数のサプライヤー

が参照し，条件に見合った見積りをサーバに返

す逆オークション形式を用いる．特色として，

選考に通ったサプライヤー数が多ければ再見積

りを依頼し，バイヤーの担当者が容易に選考で

きる数になるまで繰り返す点である．本調達シ

ステムの流れを下記に示す．                   

図１ 調達システムの処理の流れ 

図１の具体的な流れは以下のとおりである． 

① バイヤーは調達条件を Web サイトへ提示 

する． 

②サプライヤーは web サイトから調達条件を 

参照する. 

 

 

 

 

③サプライヤーは登録画面を使ってサーバに

見積りを送信する. 

 ④バイヤーは選考条件をサーバに送信し，シ

ステムは見積りの選考を行う． 

 ⑤選考漏れ企業には不合格結果を，合格企業

には再見積依頼を電子メールで通知する． 

 ⑥サプライヤーは再見積りを送信する. 

 ⑦システムは再見積りの選考を行う． 

⑧選考に残った見積をバイヤーに送信する． 

⑨バイヤーの担当者による選考を行う． 

⑩最後に残ったサプライヤーに発注を行う． 

3. 部品調達システムのオブジェクト指向化設計 

オブジェクト指向による分析及び設計にあた

っては UML(Unified Modeling Language)の手
法を使用した【２】． UML は約 10 種類に及ぶ図
の表記法で構成されるものである．分析・設計

の結果を分かりやすい図にすることで，利用者

を含めたシステム開発者が容易に理解できる． 
オブジェクト指向分析の際には，クラスを何

にするかを決める必要がある．図１からクラス

になりそうな単語をピックアップした．その結

果，登録や見積などがクラスになった．登録画

面クラスはバイヤー用とサプライヤー用の２種

類用意し，選考結果は見積クラスで一緒に管理

することとした．メール通知には内容決定のみ

の結果通知準備クラスを作成し，メールサーバ

への接続は既成の結果通知クラスを用いた．さ

らにデータベースを扱うクラスを追加した． 
本調達システムに基づき作成したＵＭＬ図のう

ちのシーケンス図を以下に記す． 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

図２ シーケンス図 
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 この図はオブジェクト間のメッセージのやり

とりを時系列に沿って表現するものである．サ

プライヤーは「登録画面Ｂ」オブジェクトの提

示()メソッドを呼び出す．次に「登録画面Ｂ」

オブジェクトは「登録」オブジェクトの受付()

メソッドを呼び出し，以下呼び出しが続く． 

 ＵＭＬ図のうちのクラス図を図３に記す． 

 

登録

データ作成()
データ取得()
データ更新()

見積

会社名:String

見積:String
選考結果:String選考

条件:String

受付()
合否判定()

サプライヤー
登録画面

結果通知準備

結果通知

データベース処理

バイヤー
登録画面

図３ クラス図 

クラス図はシステムの構造をクラスとそれ同

士の関係という形で表現する．見積クラスでデ

ータを管理し，登録及び選考クラスが見積クラ

スを参照しデータを利用する．見積クラスはデ

ータベース処理を参照し，結果通知準備クラス

は２種類のクラスを参照する． 

 この設計に基づき本調達システムを３層 C/S

システム上に Java を用いて構築した．構築環境

を以下に記す． 

 
図４ システムの構築環境 

4. 評価と考察 

(1)オブジェクト指向による構築 

本調達システムのオブジェクト指向化により， 

手続き型の処理（登録・選考クラス）中心から

データ（見積クラス）中心に変わった．見積ク

ラス内のデータ入出力は全てメソッドへの依頼

で行われ，他クラスからのアクセスはできない． 

拡張性に関して，見積情報を利用する新機能

クラスを追加する場合を想定する．手続き型の

場合は見積情報管理も一緒に含める必要があっ

た．見積情報を管理するクラスが無かったため

で，オブジェクト指向型では見積クラスを継承

すればそれに関する部分を入れる必要はない． 

再利用に関しては，登録や選考クラスは一部

手直しが必要だが他のシステムへの転用も可能

である．ただ，見積クラスや結果通知準備は本

調達システム用のデータを扱う関係上，再利用

は難しい．本調達システムをＵＭＬ図で表すこ

とにより，ソースコードを見るよりもシステム

が容易に理解できるようになった． 

(2)システムの比較 

手続き型とオブジェクト指向型での構築内容

を比較する．またクラス数などを評価点とする． 

システムをオブジェクト指向化前と後での比較

を以下の表にまとめる．  

表１ システム構築前と後の比較 

 前 後 

Java クラスの数 ７ ８ 

プログラムの容量 9.67KB 13.2KB 

メソッドの総数 １２ ４２ 

旧システムよりもクラスの総数は増えるなど

システム自体のサイズはわずかではあるが大き

くなっているのは見積クラスの設置や，データ

操作を行うメソッドを新設したことによる．そ

の結果起こりえる問題として，システムが扱う

データ量が増え，動作が遅くなることが考えら

れる．現時点での動作には影響がないものの，

今後もオブジェクト指向による開発を進めてい

き，本調達システムの規模が大きくなっていく

と動作の遅さが顕著に得ることが考えられる．  

5. まとめ 

 部品調達システムをオブジェクト指向型で構

築し，評価を行った．今後も機能の拡張や再利

用の容易性や性能の評価を行っていく． 
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